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１ はじめに 

  教育委員会は毎年、その権限に属する事務の執行及び管理状況についての点検、評価を行い、その結果を報告書として作成し、議会に提出するとともに、公表

することになっております。(地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条) 

  そのため、恩納村教育委員会では、効果的かつ効率的な教育行政の推進に資するとともに、村民への説明責任を果たしていくために、同法第２７条の規定に基

づき、教育委員会の事務の点検及び評価を行い、その評価に際しては、教育に関する学識経験者で構成される外部評価委員会を設置しその知見の活用を図りまし

た。   

  この報告書は、毎年作成し公表しておりますが、教育委員会としましては、報告書の内容充実に努め、村民にわかりやすい報告書にするために、必要な検討を

加えていくことにしています。 

  また、点検評価の実施を通じて、教育施策の効果的な検証と改善を図りながら、事務事業の点検及び評価に関する結果を報告書としてまとめ、議会に提出した

後に、村民に公表するとともに、翌年度の施策、事業の改善に役立てるものとし、本村教育行政の着実な推進につなげていきたいと考えております。 

 

 （参考） 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」抜粋 

  （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 27 条 教育委員会は、毎年その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育長に委任された

事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項に規定により事務職員等に委任された事務を含

む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、これを議会に提出するともに、公表しなければならない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図るものとする。（平成 20 年 4 月 1 日施行） 

 

２ 教育委員会の活動状況について 

  教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、首長から独立した行政委員会として各都道府県、市町村に設置されています。委員は５名で

組織され、その合議の下に、学校その他教育機関の設置及びその管理や廃止に関することや教育財産の管理、学校の教育課程、学習指導、生徒指導等に関するこ

となど教育行政の執行管理を行っています。教育委員会の代表者であり教育委員会議の主宰者である教育委員長は委員の互選により選出されます。また、教育公

務員であり教育委員会事務執行責任者である教育長は教育委員の中から任命されます。教育委員長と教育長は兼任することはできないこととなっています。 

  通常の業務については、委員の中から選任された教育長を通して、業務の執行管理を行いますが、教育行政の基本的な方針や委員会規則や規程の制定、学校や

教育機関の設置や廃止、教育機関の職員の任免、事務事業の評価などは教育長に委任することはできず、委員会自らが執行管理をすることになっています。 

 (１) 教育委員の任命状況 

   教育委員は、地方公共団体の長の被選挙権を有する者の中から、村長が議会の同意を得て選任し、その任期は 4 年となっています。平成 25 年度は、外間委

員が委員長に選任され、大城委員が委員長職務代理者に選任されました。 
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  平成２５年度の教育委員は次のとおりです。 

役職 氏   名 任     期 
教育委員としての経歴 

備考 
当初就任 勤続年数 

委員長 外 間 毅 平成 25 年 3 月 18 日～平成 27 年 3 月 31 日 平成25年 1 期 2 年 委員長 1 年(宜志富委員残任期間)  

委 員 大 城 肇 平成 25 年 8 月 1 日～平成 29 年 7 月 31 日 平成13年 2 期 5 年 委員長職務代理者 

委 員 島  袋  正  重 平成 25 年 5 月 1 日～平成 29 年 4 月 30 日 平成13年 4 期 13 年  

委 員 宮 平 千 佳 平成 22 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日 平成22年 1 期 4 年 任期満了 

教育長 石 川 哲 夫 平成 25 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日 平成21年 2 期 5 年  

 

(２) 教育委員会の会議 

教育委員会は、恩納村教育委員会会議規則に基づいて毎月 21 日を定例教育委員会の開催日として会議を開催するほか、緊急を有する事案が出た場合は適

宜臨時会を開催し、必要事項を審議し決定しています。また、各種の主催事業や村の各種行事、各種の研修会などにも積極的に参加しています。 

 

平成 25 年度の教育委員会の会議の開催状況は次のとおりです。 

会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

4 月臨時会 4 月 1 日(月) 8：30 役場３階会議室 5 人 １. 議案第 1号 教育長の任命の件 

 

4 月定例会 4 月 22 日(月) 10:00 役場３階会議室 5 人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第２号 恩納村立学校評議員の委嘱について 

４．議案第３号 恩納村スポーツ推進委員の委嘱について 

５．議案第４号 社会教育主事の任命について 

６．議案第５号 教育委員長の選任について 

７．その他の協議事項 

   ・学校教育における指導の努力点について 

   ・平成２５年度県立総合教育センターの事業概要について 

   ・危機管理マニュアルの活用について 

   ・平成２５年度恩納村教育委員会学校計画訪問の概要について 

   ・恩納村立中学校統合の見通し(案)について 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

5 月定例会 5 月 21 日(火) 10:00 役場３階会議室 4 人 １ 前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．その他の協議事項 

  ・県教育庁による体罰実態調査について 

  ・適正な部活動のあり方について 

  ・台湾の交流視察報告について 

  ・中学校統合に係る今帰仁村視察研修について 

6 月定例会 6 月 24 日(月) 10:00 役場３階会議室 ５人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第６号 恩納村子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱の制定につ 

いて 

４．議案第７号 恩納村子ども読書活動推進計画策定委員の委嘱について 

５．議案第８号 教育委員長の選任について 

６．その他の協議事項 

  ・教育の情報化コーディネーター派遣計画(案)について 

  ・恩納村人事行政プロジェクトについて 

  ・教育委員会の具体的な取組事項と評価について 

  ・学校統合に関する委員会視察について 

7 月臨時会 7 月 10 日(水) 10:00 役場３階会議室 ４人 １．議案第９号 平成２５年度恩納村教育委員会事務事業の点検及び評価報告書 

について 

２．その他の協議事項 

  ・平成２５年度地域懇談会教育委員会割り当てについて 

  ・校長教頭研修会について 

7 月定例会 7 月 22 日(月) 10:00 役場３階会議室 ４人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第１０号 恩納村教育委員会事務事業点検評価外部評価委員会の委員の 

委嘱について 

４．その他の協議事項 

  ・村内各中学校の夏休みの陸上練習の取り組みについて 

  ・夏休みにおける臨時的任用職員の扱いについて 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

8 月定例会 8 月 19 日(月) 14:00 役場３階会議室 4 人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第１１号 恩納村幼稚教育振興委員会設置要綱の制定について 

４．議案第１２号 統合中学校建設候補地選定委員会設置要綱の制定について 

５．議案第１３号 恩納村スポーツ推進委員の委嘱について 

６．その他の協議事項 

  ・付属機関設置条例の改正について 

  ・学習状況調査の結果について 

  ・地域学習塾の各地域の取り組みについて 

  ・子ども科学教室の参加人数について 

 

 

9 月定例会 

 

9 月 24 日(金) 10:00 役場３階会議室 

 

５人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第１４号 恩納村文化情報センター(図書館)準備室運営要領の制定について 

４．その他の協議事項 

  ・点検評価報告書に関する答申書について 

  ・全国学力学習状況調査について 

 

 

 

10 月定例会 10 月 18 日(金) 10:00 役場 3 階会議室 ５人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．その他の協議事項 

  ・私立幼稚園連合会からの陳情書について 

  ・村内小学校のいじめについて 

  ・石狩交流事業の日程について 

  ・秋田の教育フォーラムに関する報告について 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

11 月定例会 11 月 21 日(木) 役場３階会議室 ５人 １．前回会議概要の承認 

２．教育長の業務報告  

３．議案第１５号 恩納村幼児教育振興審議会設置要綱に基づく委員の委嘱の件 

４．議案第１６号 谷茶多目的交流施設設置及び管理に関する条例の一部を改正 

する条例の件 

５．議案第１７号 恩納村学校支援地域本部設置要綱の制定の件 

６．議案第１８号 恩納村学校支援地域本部地域コーディネーターの委嘱の件 

６．その他の協議事項 

  ・公立小中学校の校務改善検討委員会について 

  ・村内小中学校のいじめの経過報告について 

12 月定例会 12 月 20 日(金) 10:00 役場３階会議室 ４人 １．前回会議の概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第１９号 統合中学校建設候補地選定委員会の委員の委嘱の件 

４．その他の協議事項 

  ・公立小中学校の校務の改善について 

  ・道路交通法改正について 

  ・教育実習の取扱いについて 

  ・県到達度テストの結果について 

 

1 月定例会 1 月 21 日(火) 10:00 役場３階会議室 ５人 １．前回会議概要の承認 

２．教育長の業務報告 

３．議案第２０号 恩納村いじめ防止条例の提出について 

４．議案第２１号 恩納村教育の日表彰者の承認について 

５．議案第２２号 恩納村社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例につ 

いて 

６．議案第２３号 瀬良垣多目的交流施設の指定管理者の指定について 

７．議案第２４号 太田多目的交流施設の指定管理者の指定について 

８．議案第２５号 恩納村人材育成のための激励金支給要綱の一部を改正する要 

綱について 

９．議案第２６号 恩納村体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す 

る条例について 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．その他の協議事項 

  ・県到達度テストの結果について 

  ・次年度の事業について 

2 月定例会 

 

 

2 月 21 日(金) 14:00 

 

 

役場３階会議室 

 

 

５人 

 

 

１．前回概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第２７号 恩納村学校管理規則の一部を改正する規則について 

４．議案第２８号 名桜大学と恩納村教育委員会との連携に関する協定書の一部 

         を変更する協定書について 

５．議案第２９号 恩納村遠距離通学補助金交付要綱の改正について 

６．議案第３０号 恩納村文化財保護審議会委員の委嘱について 

７．議案第３１号 恩納村博物館運営協議会委員の委嘱について 

８．議案第３２号 平成２６年度恩納村立幼稚園定期人事異動の内示(案)の承認 

について 

９．議案第３３号 平成２６年度公立学校管理職の定期人事異動内示(案)の承認 

         について 

10．議案第３４号 平成２６年度教育委員会職員に係る人事異動内示(案)の承認 

         について 

11．議案第３５号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条 

例の一部を改正する条例について 

12．議案第３６号 喜瀬武原多目的ホール施設の指定管理者の指定について 

13．その他の協議事項 

  ・学校ゆいまーる活動制度の協定書について 

  ・教育委員の今後の日程について 

 

3 月臨時会 3 月 4 日(火) 17:00 役場 3 階会議室 ３人 １．議案第３７号 公立学校教諭等定期人事異動の内示承認の件について 

２．議案第３８号 平成２６年度恩納村一般会計に対する意見を村長に申し出る 

         につき議決を求めることについて 

３．議案第３９号 平成２５年度恩納村一般会計補正予算(第７号)に対する意見を 

         村長に申し出るにつき議決を求めることについて 

４．その他の協議事項 

 



7 

 

会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

3 月定例会 3 月 20 日(木) 14:00 役場 3 階会議室 ５人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第４０号 恩納村要保護及び準要保護児童生徒認定要綱の一部改正につ 

いて 

４．議案第４１号 恩納村心の教室相談員の委嘱について 

５．議案第４２号 平成２６年度恩納村立各学校における学校医、学校歯科医及 

         び学校薬剤師の委嘱について 

６．議案第４３号 恩納村「アジア圏内(文化・交流)体験プログラム」派遣事業実 

         施要項の制定について 

７．議案第４４号 社会教育委員の委嘱について 

８．議案第４５号 恩納村博物館非常勤館長の任命について 

９．議案第４６号 恩納村スポーツ推進委員の委嘱について 

10．議案第４７号 恩納村社会教育指導員の委嘱について 

11．議案第４８号 恩納村学校支援地域本部地域コーディネーターの委嘱について 

12．議案第４９号 恩納村教育相談員の委嘱について 

13．その他の協議事項 

  ・平成２５年度高校入試一次試験の結果について 

  ・平成２６年度教職員辞令交付式について 

  ・赤間ボールパークにおける女子硬式野球大会について 

 

なお、教育委員会で審議された案件を、分類すると次のようになります。（議事概要の承認、業務報告等定型的なものは除く。） 

条例関係 規則・規定・要綱等 人事関係 その他 合計 

５件 １０件 ２６件 ８件 ４９件 
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(３) 主催行事や学校行事への参加状況 

    教育委員会には教育委員会の行事や学校の行事など多種多様な行事があります。教育委員は、本村の教育行政の最高意思決定機関として、それらの行事に

参加し、状況把握に努め、その結果を教育行政に反映させています。 

 

    平成２５年度における主催行事や学校行事等各種行事への教育委員の参加状況は、次のとおりです。 

  期   日 場  所 行事等の名称 備  考 

平成 25 年 4 月 1 日 役場 1・2 階会議室・1 階会議室 平成 25 年度職員辞令交付式 外間委員長・石川教育長 

4 月 2 日 総合保健福祉センター 平成 25 年度教職員辞令交付式 全委員 

4 月 3 日 役場 1 階会議室 教育委員会課名変更等による辞令交付 石川教育長 

4 月 4 日 名桜大学 入学式 石川教育長 

4 月 5 日 コミュニティーセンター 春の交通安全運動出発式 石川教育長 

4 月 8 日 石川高校 入学式 石川教育長 

4 月 9 日 安富祖小中学校体育館 

喜瀬武原小中学校体育館 

恩納小中学校体育館 

仲泊小中学校体育館 

山田小中学校体育館 

 

 

小中学校入学式 

 

 

島袋委員 

 

 

 

石川教育長 

4 月 10 日 安富祖幼稚園 

喜瀬武原幼稚園 

恩納幼稚園 

仲泊幼稚園 

山田幼稚園 

 

 

入園式 

 

 

 

石川教育長 

島袋委員 

5 月 9 日～10 日 石垣市 沖縄県教育委員会委員連合会研修会、総会 外間委員長、石川教育長、宮平委員 

    5 月 15 日 仲泊幼小中学校 学校訪問 全委員 

5 月 17 日 役場前 夜間街頭指導出発式 全委員 

5 月 20 日 役場 2 階会議室 学力向上推進協議会総会 島袋委員、石川教育長 

5 月 29 日 安富祖幼小中学校 学校訪問 全委員 

5 月 30 日 喜瀬武原小中学校 学校訪問 全委員 

5 月 31 日 恩納幼小中学校 学校訪問 全委員 

6 月 3 日～7 日 あいさつ運動 村内各校区 全委員 

6 月 4 日 山田幼小中学校 学校訪問 全委員 
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6 月 14 日 恩納小中学校 校務研究会 全委員 

6 月 26 日 国頭村、今帰仁村教育委員会 中学校統合視察研修 全委員 

7 月 26 日 ＯＩＳＴ(大学院大学) 校長・教頭研修会 全委員 

7 月 28 日 コミュニティーセンター 幼稚園児お話大会 全委員 

7 月 30 日 ゆうなホール 少年の主張意見発表会 全委員  

8 月 1 日 役場 2 階会議室 新教育委員辞令交付式 外間委員長 

8 月 23 日 読谷村陸上競技場 村立中学校陸上競技大会 外間委員長、大城委員、石川教育長 

9 月 9 日 恩納小中学校 特別授業研修（川嶋環先生） 全委員 

9 月 19 日 ＯＩＳＴ(大学院大学) 村立中学校英語ストーリースピーチコンテスト 全委員 

10 月 8 日 役場 2 階会議室 未来塾開校式 外間委員長 

 

 

10 月 13 日 

安富祖幼小中学校 

喜瀬武原幼小中学校 

恩納幼小中学校 

仲泊幼小中学校 

山田幼小中学校 

 

 

運動会 

石川教育長 

外間委員 

島袋委員、石川教育長 

大城委員 

宮平委員 

10 月 21 日 ゆうなホール 石狩市・恩納村友好都市締結式 全委員 

11 月 1 日 山田小中学校 ＩＣＴ指定研究校活用報告会(授業参観) 全委員 

12 月 19 日 村職員(幼稚園教諭)採用試験面接 役場 2 階会議室 外間委員長 

12 月 24 日 山田中学校 大学院大学教授による科学授業視察 外間委員長 

平成 26 年 1 月 4 日 コミュニティーセンター 成人式 全委員 

 

 

1 月 26 日 

安富祖小中学校 

喜瀬武原小中学校 

恩納小中学校 

仲泊小中学校 

山田小中学校 

 

 

学習発表会 

 

 

石川教育長 

外間委員長 

島袋委員、石川教育長 

大城委員 

宮平委員 

1 月 27 日 県庁 市町村教育委員会研修 外間委員長 

2 月 2 日 ゆうなホール 村学力向上実践報告会「学びをたしかめつなぐ集い」 全委員 

2 月 15 日 西原東中学校 中頭地区学力向上実践推進大会 全委員 

2 月 18 日 ゆうなホール 教育講演会(内田玲子) 全委員 

3 月 4 日 

 

役場 2 階会議室 未来塾閉校式 全委員 
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3 月 9 日 

安富祖小中学校体育館 

喜瀬武原小中学校体育館 

恩納小中学校体育館 

仲泊小中学校体育館 

山田小中学校体育館 

 

 

中学校卒業式(喜瀬武原小中卒業式) 

石川教育長 

外間委員長 

島袋委員 

大城委員 

宮平委員 

 

 

3 月 19 日 

安富祖幼稚園 

喜瀬武原幼稚園 

恩納幼稚園 

仲泊幼稚園 

山田幼稚園 

 

 

修了式 

 

 

大城委員 

宮平委員 

外間委員長 

島袋委員 

石川教育長 

 

3 月 20 日 

安富祖小中学校体育館 

恩納小中学校体育館 

仲泊小中学校体育館 

山田小学校体育館 

 

 

小学校卒業式 

宮平委員 

外間委員長 

石川教育長 

大城委員 

3 月 24 日 恩納村役場 恩納村情報センター開館に向けた講演会 外間委員長 

 (４) 研修会や懇談会 

    教育行政の推進には教育委員の資質向上は必要不可欠です。そのため、各種の研修会に積極的に参加し、他市町村の状況を把握すると共に教育委員として

の知識の向上に努めています。また、地域の声を村教育行政に反映させるため、村内の各団体との意見交換会や懇談会を開催しています。 

平成 25 年度の研修会や懇談会等への出席状況は、次のとおりです。 

  日  時 場  所 研修会等の名称 備  考 

5 月 9 日から 10 日 石垣市 沖縄県市町村教育委員会連合会定期総会及び研修会 外間委員長、石川教育長、宮平委員 

６月 7 日 宜野湾市 平成 25 年度中頭地区市町村教育委員会連合会研修会 外間委員長、石川教育長、島袋委員、宮平委員 

7 月 12 日 中頭教育事務所 市町村教育委員会新任教育委員研修会 外間委員長 

    7 月 22 日 宇加地公民館 地域教育懇談会 島袋委員 

7 月 23 日 瀬良垣公民館 地域教育懇談会 島袋委員 

7 月 23 日 真栄田公民館 地域教育懇談会 外間委員 

7 月 25 日 恩納公民館 地域教育懇談会 島袋委員 

7 月 25 日 安富祖公民館 地域教育懇談会 外間委員 

10 月 4 日 那覇市民会館 沖縄県市町村教育委員連合会研修会 大城委員 

1 月 27 日 沖縄県庁 沖縄県市町村教育委員会連合会研修会 外間委員長、石川教育長、島袋委員、宮平委員 

2 月 7 日 宜野湾市 平成 25 年度中頭地区市町村教育委員会連合会研修会 外間委員長、石川教育長、島袋委員、宮平委員 
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３ 事務の点検評価について 

  平成 25 年度の事務の点検及び評価の項目は、前年に引き続き、効果的かつ効率的な事業の実施を行うため、前年度の課題克服に向けた取り組みとその結果を

明確にし、その結果を踏まえて、事業効果を判断し、継続すべきか、規模拡大又は規模縮小、または廃止まで踏み込んで評価を行いました。   

  事業評価シートの項目は、前年と同じ「事業項目」、「実施目標」、「前年度の課題」、「課題克服に向けた取組み」、「事業の成果」、「今後の課題」、「評価」、「総合

判断」の８項目としました。 

総合判断では、事業の成果と費用対効果を勘案し、 

① 現状の内容で継続 

② 事業規模を拡大又は縮小して継続 

③ 事業の廃止 

の３項目で判断しました。   

  事務事業の点検・評価は、前年度に実施した事業について、すでに現年度の事業が進んでいる時点で行われることから、課題に対する取組みは既に評価の時点

で事業が終了していた場合など当該年度では取り組めないこともあり、実質的な課題解決に対する取り組みは 1 年遅れになることがありますが、この事業点検評

価を翌年度の施策、事業の改善に役立てるものとします。 

  評価の方法については、次のとおり５段階で評価しました。 

  Ｓ：目標以上に事業効果をあげることができた。 

Ａ：目標が達成できた。 

  Ｂ：目標が概ね達成できた。 

  Ｃ：目標が一部しか達成できなかった。 

  Ｄ：目標が達成できなかった。 

 以上によって評価された平成２５年度の結果は次のとおりです。 

事務事業評価シート 

（１） 学校教育関係所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組み 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

教育委員会研修事

業 

各種の研修会に積極

的に参加し、教育委員

各自の教育に関する見

識を高める。 

教育委員会にお

ける各事業への積

極的な関わりや自

主研修等の計画及

び実施を検討する。 

教育委員会事務局と連

携を図り、日程調整を早

い段階から進めた。 

 

 

 

 

県市町村教育委員会連

合会の研修会、中頭市町

村教育委員会連合会の研

修会への参加、教育講演

会、学校訪問、地域懇談

会等への参加、他村の統

合中学校を視察すること

により教育に関する見識

を深めることができた。 

沖縄県、中頭地

区等主催の研修会

への出席は、積極

的に行っている

が、村単独での研

修会等の計画を充

実させ、実施する

必要がある。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組み 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

教職員友の会補助

事業 

 

教員志望者に対し、

教員採用試験に関する

講義や演習を実施し、

受験に関する講話を行

う。 

教員採用選考試

験民間対策塾の情

報収集をする。 

 

 効率的な学習内容の精

選と１次・２次同時対策

を実施した。 

合格者の話を取り入れ

た講話を実施した。４回

の学習会に６名が参加し

た。小学校１名合格。 

周知方法の変更

「メールや電話に

よる周知方法の変

更」と２次対策方

法を検討する。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

学校事務職員研修

事業 

学校事務職員の事務

能力の向上及び効率化

を図るため、毎週水曜

日の午前中、拠点校に

集って給与、服務、文

書等の取り扱いについ

て共通理解と点検を行

う。 

村雇用職員の勤

務条件や職務に専

念する義務の免除

の特例等について

の共通理解をする。 

 

 

 

必要に応じて、教育委

員会事務局との連携を図

った。 

定例研究会にて、教職

員の職務に専念する義務

免除のあり方や村費の事

務処理についての共通確

認を行い、適正な事務処

理が出来た。 

教職員の公用車

使用についての事

務処理方法につい

ての共通理解が必

要である。 
Ａ 

①現状の内

容で継続 

学校評議員設置事

業 

 

 

 

 

 

地域の住民の意見を

学校経営に取り入れ、

地域に開かれた学校づ

くりを推進するため、

各学校に５名以内の学

校評議員を配置する。 

 

学力向上や部活

動のあり方につい

ての意見を求める。 

 各学校とも学校経営全

般について情報を提供

し、学校課題についての

共通理解を図った。 

 

 学校評議員との意見交

換で、学校経営の現状を

説明し、課題について共

有し、改善に努めた。 

学校評議員を効

果的に活用するた

めマネジメントサ

イクルの確立に努

める。 

 

 

 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

校長会・教頭会 

 

教育関連法規の改定

や教育委員会による事

業説明、質疑・応答を

通して共通理解を図

り、学校経営に資する。 

現場の課題についての

情報交換を行い、課題

を明確にし、教育行政

に反映させる。 

 

 

 教育課程の「質」

の確保についての

周知を図る。にぬふ

ぁ星メソットの周

知を図る。 

各学校の計画訪問や校

内研修において、授業に

おける教育課程の質の確

保について指導・助言し

た。 

法律改正等における各

種施策について周知が図

られた。各学校の課題に

ついて共通理解するとと

もに特色ある学校づくり

を推進することができ

た。 

 沖縄県教育委員

会校務改善委員会

の提案による教育

課程における学校

行事等の精選が課

題となっている。 Ｂ 
①現状の内

容で継続 



13 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組み 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

教育相談事業 配慮を要する幼児児

童生徒とその保護者の

相談に応じ、必要な助

言をする。 

過卒生に対する

教育相談を実施す

る。 

過卒生の情報収集と外

部機関との連携を図っ

た。 

ＳＳＷが配置されこと

で、学校で問題が起こっ

た場合、各機関が連携し

て解決に当ることが出来

た。 

SSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)とは 

・児童生徒の話に耳を傾け、一

緒に活動し、親と子又は学校と

の間に立って、気持ちの代弁、

調整及び仲介等を行い、子ども

を個人として尊重し、サポート

を行っています。 

 

 

心の教室相談員

やＳＳＷ、村相談

員の役割等、教育

相談体制をどのよ

うに位置づける

か。 

 
Ｂ 

①現状の内

容で継続 

教育委員会学校計

画訪問 

 

村の教育施策との整

合性及び校務全般の管

理･運営状況を確認し、

学校経営に資する。 

 

今後の教育活動

に資する指導助言

を行い、学校と共に

村の教育について

考える場を設定す

る。 

 

 

 学校説明会における意

見交換や全体会での指導

助言を行った。 

 

学校教育目標具現化の

ための進捗状況の掌握が

出来た。各校の説明が丁

寧であった。服務に関す

る諸帳簿の整理は確実に

行われている。 

週案の作成及び

活用に大きな課題

があり、学校長及

び教育委員会から

の指導助言を行い

改善を図る。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

中学生リーダー研

修 

 

 

生徒会に係る課題等

を協議することにより

生徒会活動の活性化と

企画力、発表力、表現

力、協調性を育成する。 

 

テーマを設定し、

本村のリーダーと

して充実した研修

会にする。 

中学生フォーラムから

中学生リーダー研修会に

事業を変更し、２年目を

迎えることから、事業の

成果についての検証が難

しく、継続した取り組み

をした。 

 

各学校の生徒会代表が

一同に会し、自校の課題

について掘り下げ、改善

に向けて５校の生徒の意

見を吸い上げ、話し合う

充実した研修会となっ

た。 

 

 

研修会での議論

の結果を各学校で

どのように実践し

ていくか。 

   

 

 

Ｂ 

 

 

 

①現状の内

容で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組み 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

奨学資金貸与事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済的な理由によ

り、学資の援助を必要

とする者に対して学資

の一部を貸与し有用な

人材を養成する。 

増加傾向にある

奨学金申込者に対

し、引き続き募集枠

の改善を行い、人材

育成の目的を達成

するとともに経済

的理由による進学

断念の状況が生じ

ないように対応し

ていくことと徴収

事務の強化（納入通

知書の複数回送付、

送金システムの案

内、連帯保証人への

通知等）を行い、長

期未納者への対応

を講じていきたい。 

 

 

 

貸与については、申込

者全員に貸与ができた。 

収納事務については支払

い機会（納付書の発送回

数増、繰上償還の相談、

納入金額の相談等）を増

やした結果、貸付額以上

の収入の確保ができた。 

奨学金申込者全員に対

し貸与を行うことができ

た。（県内１６名・県外 

１１名）貸与額は９，４

２０千円で徴収額は１

２，６１０千円、寄付金

２，５００千円で収入合

計は、１５，１１０千円

となり５，６９０千円の

収入増となりました。 

経済的理由によ

る進学断念の状況

が生じないように

申込者全員へ貸与

ができるよう対応

していくことと長

期未納者への状況

に応じた対応を講

じていきたい。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

職場体験学習事業 村内 5 校の中学 2 年

生を対象に正しい職業

観・勤労観を身につけ

させることをねらいと

する。 

キャリア教育に

おける職場体験学

習の位置づけにつ

いて理解を図る。 

体験先事業所の

事前調整が教育委

員会主体であるた

め、担当職員の主体

性が薄くなってい

る。 

 

各学校担当者の資質の

向上を図るための研修会

を実施した。 

学校によって取組みに

差があるが、独自で事前

研修会を持ち、充実した

職場体験学習が実施され

た。 

受け入れ人数の

限定により、希望

事業所と派遣事業

所が異なり、意欲

が減退する生徒へ

の配慮を行うこと

や担当教諭の主体

性を持たせる。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

幼稚園教諭研修会 村内 5 幼稚園教諭の

資質の向上を図る。 

幼稚園運営に関する意

見交換を行い、改善に

関する方策を策定す

る。 

 

各園とも、一人体

制のため、村外での

研修は限定的とな

る。長期休業中の計

画を検討。 

研修会へ参加できるよ

う担任外教諭を配置し、

研修の体制整備を図っ

た。 

 

 幼稚園教諭が各種研修

会へ積極的に参加した。 

新規採用者・１

０年経験者に対す

る研修会の実施と

園経営に対する支

援をする。 

園運営に関する

研修会を実施す

る。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

幼稚園の絵本整備 絵本に親しむ幼児を

育成するため、図書備

品の拡充を図る。 

 

絵本についての

活用実績を掌握す

る。 

学校図書館司書との連

携が図れるようにした。 

絵本に自ら親しむ幼児

の姿があった。保護者が

読み聞かせを行っている

園が増えた。 

 子どもの読書活

動推進計画との関

連における家庭読

書の推進。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

幼稚園管理備品・

保育振興備品整備

事業 

幼稚園教育に関する

備品及び保育環境の充

実を図る。 

各幼稚園での備

品及び遊具等の現

状確認を行い、修繕

及び買い替え等を

検討し、整備状況を

更に向上させたい。 

遊具等の修繕や備品要

望書を事前に提出しても

らい必要度の高い順に整

備をした。 

各幼稚園で必要な備品

整備を行なったことによ

り保育環境の充実が図ら

れた。 

各幼稚園の遊具

が経年劣化による

修繕が頻繁なため

補助事業等を活用

した遊具整備を進

める 

Ａ 
①現状の内

容で継続 

幼稚園教育の推進 幼稚園の自然環境・

人的環境を生かした特

色ある保育活動を実施

する。 

各園における特

色ある教育活動の

支援をする。 

 

幼稚園相互の連携と小

中学校との連携を図る。 

幼稚園教育の方針につ

いて検討する幼児教育振

興委員会が設置された。 

幼児教育振興会

議における新たな

振興策の提案が必

要である。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

教育振興備品整備

事業 

学校の要望に基づく

教材備品を拡充するこ

とにより、効果的な学

習が行えるようにす

る。 

前年度と同様に

備品購入の監査を

実施し、今後も計画

的な備品整備を行

い、各学校でのＩＣ

Ｔ整備も推進する。 

 

 

 

備品が適切に購入さ

れ、活用しているか監査

を実施した。 

ICT 整備については喜

瀬武原校を整備した。 

ICT 活用において教師

方が情報を共有し、わか

りやすい授業の定着を図

るための授業改善の工夫

が見られた。 

ICT(情報通信技術)教育とは 

電子黒板、ノートパソコン、タ

ブレット型端末等を用いた教

育(デジタル教材等を使用) 

平成26年度にお

いては恩納校・安

富祖の ICT 整備を

行うと共に ICT 機

器の活用について

の教師の研修等を

行いたい。 

Ａ 
①現状の内

容で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

就学支援事業 一定の条件を満たし

た家庭の児童生徒に対

し、学資を援助して経

済的に恵まれない児童

生徒の教育を支援す

る。 

 

 周知徹底を図る

為、村ホームページ

等への掲載、また今

年度より SSW が配

置されたので連携

して、経済的支援を

進めていきたい。 

 

 SSW・学校事務職員と

の連携により、年度途中

に経済的支援が必要にな

った家庭を把握し、経済

的支援をすることができ

た。 

SSW・学校事務職員と

の連携により円滑に支援

できたが、村ホームペー

ジ等への掲載が準備不足

の為できていない。 

村ホームページ

等への掲載や、引

き続き、SSW・学

校事務職員と連携

し、経済的支援を

進めていきたい。 

B 
①現状の内

容で継続 

心の教室相談員配

置事業 

児童生徒のストレス

や悩みを和らげ、健全

な学校生活を営むこと

ができる学校環境を整

備する。 

 

 

ＳＣ・ＳＳＷ・村

相談員との連携を

図ること。 

心の教室相談員研修会

での連携を図った。 

課題のある子供に対し

て、各学校できめ細かに

対応することで解決に結

びついた。 

 いじめ防止条例

等における心の教

室相談員の対応に

ついて検討する。 Ｂ 
①現状の内

容で継続 

教育の情報化コー

ディネーター 

恩納村立幼稚園・小

中学校における学校Ｉ

ＣＴ環境整備に対する

提案とその効果的な活

用、情報化による授業

改善や児童生徒への直

接指導、テレビ電話シ

ステムを活用、リスク

マネジメント、情報機

器を活用した情報公

開・広報等について専

門的知見から教育の情

報化を推進するために

派遣する。 

 

 

全ての学校への

ICT 環境整備を促

進する。 

交 流 先 と 計 画

的・継続的に交流を

実践するために教

育課程への位置づ

けを行う。校務分掌

に担当者を決めて

計画的に実践する

必要がある。 

 

 

 

ICT 環境整備を進める

と同時に、活用推進に向

けての取り組みを推進す

る。 

年間指導計画の作成を

推進し、教育課程への位

置づけを図る。 

 

ICT 活用により、山田

校の児童生徒の学力が向

上した。 

各学校における情報教

育機器のトラブルや新規

導入に対し、専門的知見

を生かして対応した。 

全ての学校へ最

新の ICT 機器の導

入を図り、児童生

徒の学力の向上を

図る。 

教育の情報化コ

ーディネーターに

よるテレビ会議シ

ステムに対する児

童生徒の評価をど

のようにするか 

B 
①現状の内

容で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

学習支援員配置事

業 

学校教育の課題であ

る児童生徒の学力向上

に資するため、各学校

へ学習支援員を配置

し、算数・数学を中心

としたきめ細かな指導

を実施する。 

３・４年生以外

に、学校裁量で、課

題である学年にも

配置できるように

する。 

学習支援員活用要項の

一部改定と各学校への周

知。 

 各学校の弾力的運用が

でき、他学年でも活用す

るようになった。 

マネジメントサ

イクルに基づく、

支援員の有効活用

が課題である。 Ｂ 
①現状の内

容で継続 

特別支援員配置事

業 

障がいのある幼児児

童生徒の自立や社会参

加に向けた主体的な取

り組みを支援する。 

 

 継続して、支援員

研修会を開催する

とともに、内容の充

実化を図る。 

特別支援員研修会を年

１０回開催し、ケースに

応じた解決策を探る研修

会を実施した。 

支援を要する児童生徒

の対応について意見を述

べ合い、改善に結びつけ

た。 

 毎年特別支援員

配置についての要

望が多くなってい

る。５９名 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

英語指導助手派遣

事業（ＡＬＴ） 

ネイティブを配置す

ることにより、児童生

徒の外国語「英語」力

の向上を図る。 

中学校指導要領

の完全実施に伴う

指導時間数増加に

より対応する。 

 

ネイティブを増やし、

全ての中学校の英語教育

に対応できるようにし

た。 

 ネイティブを恩納校に

単独で加配し、小学校外

国語活動も担当した。 

小学校における

ネイティブをどの

ように有効活用す

るかが課題であ

る。 

Ｂ 

②事業規模

を拡大して

継続 

対外競技派遣事業 児童生徒の文化的、

体育的活動「部活動」

の振興を図る。 

後年度も継続し

て各部活動の充実

を図るため対外競

技派遣費用の確保

に努める。 

 

 

各学校での部活動が充

実し、県内外での大会へ

の派遣費用等の予算確保

に努めた。 

ソフトボール、バドミ

ントン、空手、ものづく

り教育フェア等への派遣

費用を確保できた。 

今後も継続して

各部活動の充実を

図るため県外等派

遣に関する費用の

確保に努める。 

Ｓ 
①現状の内

容で継続 

中学校部活動支援

事業 

中学校の文化的、体

育的活動「部活動」の

振興を図る。 

各学校部活動の更

なる発展を推進す

るため継続的な部

活動予算を確保す

る。 

 

 

文化的・体育的活動の

充実を図るため部活動消

耗品等の部活動予算の確

保に努めた。 

各学校への部活動予算

の配分を行い、部活動消

耗品等の充実が図られ

た。 

各学校部活動の更

なる発展を推進す

るため継続的な部

活動予算を確保す

る。 

Ａ 
①現状の内

容で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

知能検査 

標準学力検査事業 

 

児童生徒の学力の定

着状況を把握し、指導

法の工夫改善に役立て

る。 

生徒理解の一貫

として、中学校知能

検査については、実

施学年を１学年と

する。 

 

 

知能検査及び活用説明

会を早い時期に開催し、

活用を図った。 

 知能検査における中学

校の生徒理解が進んだ。 

各種学力調査と

の関連から標準学

力調査の学年及び

回数の改善を行う

こと。 

Ｂ 
①現状の内

容で継続 

指定研究事業 

 

特色ある学校づくり

及び学力の向上を目指

し、教科・領域指定及

び皆泳指定研究をす

る。 

指定研究２年目

の取り組み及び安

富祖校の推進。皆泳

指定講師の確保。 

 

早い段階での指定研究

校との連携を図った。 

特色ある学校づくりと

して山田校における指定

研究の成果が見られた。

皆泳指定研究では、６学

年で８０％が２５㍍以上

泳げるようになった。 

 

 

 

安富祖校・仲泊

校指定研究の推

進。皆泳指定研究

の講師の確保が課

題である。 Ｂ 
①現状の内

容で継続 

安富祖小中学校施

設整備事業 

 

 

 

 

適切な学校の施設及

び設備の維持管理を行

なうことによるよりよ

い教育環境の確保 

 

 

 

 電気設備の安全

柵の劣化等による

修繕。 

 

電気設備のキュービク

ル上屋の改築をした。 

 安全柵からブロック造

及びトタン屋根にしたこ

とにより、腐食対策及び

安全管理に寄与できた。 

 

 キュービクル本

体の長寿命化及び

機能維持を図って

いく。 A 事業の完了 

仲泊小中学校施設

整備事業 

 

安心・安全な教育環

境の確保 

児童生徒の教育

環境の改善 

 

 

 

 

 

 

運動場海岸側に防球ネ

ットを整備した。 

施設整備により、飛ん

だボールが運動場外にで

ることを防ぎ教育環境の

改善を図った。 

  

台風時等におけ

る防球ネットの上

げ下ろしの周知徹

底。 
A 事業の完了 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

学校施設維持管理

事業 

適切な学校の施設及

び設備の維持管理を行

なうことによるよりよ

い教育環境の確保 

安富祖校の空調

設備・仲泊校・恩納

校のプール施設は、

老朽化しているの

で関係機関と調整

して事業化に向け

て取り組む。 

 

 

中学校統合問題等を考慮

しながら、事業を計画し

た。 

安富祖校空調及び仲泊・

恩納校のプール施設の修

繕等で対応した。 

施設の老朽化が

進んでいるので、

施設修繕を図りな

がら、中学校統合

問題を考慮し、事

業計画を検討す

る。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

①現状の内

容で継続 

恩納村立中学校適

正規模推進事業 

(恩納村教育振興

審議会答申) 

少子高齢化に伴い、

幼小中学校の児童生徒

の減少化は進み、殆ど

の中学校で学年 1 学級

又は複式学級となって

おり、今後もこの傾向

は続くことが予測され

幼小中学校の適正規模

推進計画を策定し、中

学校統合に向けた事務

事業を実施する。 

 

答申内容に沿っ

た事務事業の推進

を実施し、中学校統

合の先行地視察を

し、統合後の現状の

把握に努め、地域説

明会等の実施に生

かしていく。 

統合中学校建設候補地

選定委員会設置要綱を制

定し、14 名の委員に委嘱

した。 

第 1 回の委員会で 7 ｹ所

の仮候補地を選定し、役

場関係部署職員で構成す

る任意部会で各候補地の

メリット・デメリットを

審議した。 

候補地の現地踏

査を行い、3 箇所程

度に候補地を絞り

込みコンサルタン

ト業者へ費用等の

調査を委託する。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

①現状の内

容で継続 

（２） 社会教育関係所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

青少年団体等活

動助成事業 

（４団体） 

青少年を対象とした

ボランティア活動やス

ポーツ活動を行ってい

る団体に対して助成を

行い、その活動を支援

し健全な青少年の育成

を図る。 

子ども会への周

知に留まらず、他の

各種青少年団体等

への周知を図るこ

とが必要。 

スポーツ団体や

読み聞かせ団体と

の連携。 

子ども会及び読み聞かせ

ボランティア団体、少年ス

ポーツ団体への周知を行

った。 

子ども会以外で読み聞

かせボランティア団体へ

の助成が出来た。 

・子ども会１団体 

・読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 2 団

体 

・放課後子どもｸﾗﾌﾞ 1 団

体 

・各種ボランティ

ア団体等へ事業の

周知を継続して行

い、活用について

啓発する。 
Ａ 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

国際交流派遣事

業 

創造性、積極性、国

際性に富み、グローバ

ルな視点で物事を考察

できる人材の育成を目

指す。 

（中高校生対象：６名、

但し、応募が少ない場

合には大学生の応募も

対象可） 

｢ｱﾒﾘｶﾎｰﾑｽﾃｲﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ｣については今

後も継続するが、村

立小中学校で台湾

の小中学校とイン

ターネットを活用

した交流を行って

いるので、現地児童

生徒との交流に繋

げていくことで、新

たな交流事業とし

て展開する必要が

ある。 

｢ｱﾒﾘｶﾎｰﾑｽﾃｲﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｣に

ついては、応募開始１ヶ月

前より村広報誌、ホームペ

ージを活用して募集案内

を実施。激励会・報告会の

開催。 

帰国後、学力向上推進実

践報告会にて参加者の発

表の機会を設けた。 

事業調査に向けて様式

の作成を行った。 

現在行っているアジア

圏内とのインターネット

を活用した交流事業を発

展させた事業を立ち上げ

るため、現地視察として職

員を派遣し、現地校や教育

機関との調整を行った。 

応募期間周知の時期を

早めたが、前年度の応募者

11 名に対し、応募者が 7

名と減少した。しかし、応

募動機に向上心等が高い

者からの応募が増加傾向

にある。中学生の参加者に

ついては、村学推実践発表

会において、感想発表を行

った。 

 また、被派遣者事後調査

を実施するため、下準備と

して調査書の様式作成に

着手した。 

高校生：1 名 

中学生：5 名 

 アジア圏内交流事業に

ついては、現地視察の結

果、台湾の小学校 2 校、

中学校 1 校と事業実施に

向け、調整を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アメリカホー

ムステイプログラ

ム」については、

実施要綱の見直し

を行い、事業周知

の拡充を図る。 

また、被派遣者

の事後調査書の様

式が出来上がった

ので、調査を実施

し、結果を集約す

る。 

アジア圏内交流

事業については、

次年度の事業実施

に向けて、実施要

綱等の整備、予算

の確保等を図る。 

Ａ 
②事業規模を 

拡大して継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

自然生活体験学

習｢ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ･ｷｬﾝ

ﾌﾟ｣ 

事業 

無人島キャンプを行

い、自然に親しみ、仲

間と協力することで協

調性を育み、健康で思

いやりのある心の育成

を図る。 

ここ３年間は、天

候状況により、事業

の中断や中止が多

いため、予備日の設

定等の検討が必要

である。 

また、引き続きリ

ーダー育成に取り

組む必要がある。 

前年度、台風の影響によ

り事業中止となったこと、

学校教育課で行われてい

る５年生集合学習の参加

学年が同一学年であるこ

とから、参加資格を５年生

から６年生へと変更した。 

荒天時を想定し、予備日

程を設定して事業を実施

した。 

参加資格を５年生から

６年生へ変更することで、

同一年度に同学年が類似

事業に参加することの防

止にも繋がった。 

6 年生：35 名 

ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ：18 名 

 今後は、野外炊

飯活動時に火熾し

器を活用し、より

目的に沿った活動

に変更していく必

要がある。 

 また、サバイバ

ル・キャンプが勤

労体験学習（田植

え、稲刈り）との

連携事業であるこ

との周知を図る必

要がある。 

Ａ 
①現状の内容

で継続 

成人式事業 新成人の新たな門出

を激励すると共に、社

会を構成する成人とし

ての自覚と責任を認識

し、住みよい村づくり

への意識の向上を図

る。 

式典・祝賀会の内

容を再検討する必

要がある。 

また、実行委員会

主体による事業企

画・運営の認知度が

低いため、今後も実

行委員会の周知を

図る必要がある。 

実行委員会募集を、村広

報誌・公民館などへ早めに

周知し、青年団協議会を仲

介役として募集を行った。 

また、祝賀会内容の検討

を実行委員会で検討し実

施した。 

前年度の実行委員や村

青年団協議会を通して募

集を行うことにより、速や

かに委員を集めることが

できた。 

また、祝賀会の内容につ

いては、該当者・出席者も

楽しめる内容について実

行委員の中から意見が出

るようになり、その内容を

実施することができた。 

成人式祝賀会実行委員 

：10 名(各校区より 2 名) 

新成人該当者：107 名 

成人式参加者：87 名 

今後も実行委員

会を立ち上げ、式

典・祝賀会の内容

について検討を継

続する必要があ

る。 

また、徐々に実

行委員会主体によ

る事業企画・運営

の認知度が上向い

ている傾向にあ

る。まだ定着がな

いので、今後も実

行委員会の周知を

図る必要がある。 

 

 

 

Ｂ 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

社会教育教室 

（うんな大学） 

(全５回) 

本村の教育資源・人

材を最大限に活用して

学習することで、村民

の生涯学習意欲の向上

やボランティア活動へ

の参画意識向上の機会

とする。 

また、本講座での学

習成果を学校地域支援

事業へ繋げ、本村にお

ける教育資源の素晴ら

しさの再発見とボラン

ティア活動における人

材育成を図ることを目

的とする。 

新規事業 本村の文化・歴史・方言

に関する講座を開設し、事

業を実施した。 

シルバー教室に換えて、

「18 歳以上の村民」を対

象とした新規事業である

ので、各自治会等へ事業の

周知を行った。 

 本村の文化・歴史・方言、

沖縄における祭事を学ぶ

ことで、本村や沖縄に関し

て再認識することができ

た。 

新規事業であるため、村

民への認知度が低く、受講

者が 8 名にとどまった。 

今後は、広報誌

や村ホームページ

への掲載等で事業

周知の拡充を図る

必要がある。教室

内容、開催時間等

の村民ニーズの把

握が必要である。 

また、学校支援

ボランティア事業

と関連のある事業

として実施する必

要がある。 

Ｂ 

① 現状の内

容で継続 

（回数の増

加） 

いきいき女性教

室 

(全５回) 

学習機会を通して資

質や技術の向上を図

り、女性の地域づくり

への参加を推進する。 

併せて、受講を機に地

域でのサークル活動に

繋げ、生涯学習啓発の

場とする。 

受講者が参加し

やすいように開催

日時を考慮する必

要がある。 

また、村婦人会や

各字婦人会等が要

望する教室内容を

アンケートにて集

約する必要がある。 

女性層（婦人会等）より

ニーズを調査把握し、現在

要望の高いとされる項目

を選択して教室を開催し

た。 

女性層のニーズを把握

し、受講する側に関心のあ

る教室を実施することで、

僅かではあるが前年度に

比べ受講者が増加した。 

 

自宅でできる姿勢改善法

(1 回)：受講者 22 名 

ﾃﾞｼﾞｶﾒで撮った画像を｢ｽﾗ

ｲﾄﾞｼｮｰ｣や｢ﾌｫﾄﾌﾞｯｸ｣を作

ろう(3 回)：受講者 10 名 

｢島野菜｣を活用して健康

でｽﾘﾑになろう(1 回)：受講

者 19 名 

 

 

 受講者が僅かで

はあるが増加して

いるが、更に受講

者の増加を目指

し、今後も女性層

（婦人会等）へニ

ーズ把握のための

調査を継続して実

施する必要があ

る。 

Ａ 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

人材育成研修 

(全１回) 

将来を担う人材育成

の一環として、文化・

教養・健康・地域づく

りなどの学習の機会を

提供することで、視野

を広め、参加者の資質

向上と社会参加への意

欲を高める。 

今後も村青年団

協議会と協力し、講

座の周知徹底を行

う。 

参加者に対しア

ンケートを実施し、

青年層のニーズを

把握する必要があ

る。 

教室開設にあたり、村青

年団協議会と事前協議を

行い、各字青年会へ周知協

力や参加依頼をした。 

また、リーダー育成研修

と同一事業として開催す

るため、各団体等への事業

実施の周知も併せて行っ

た。 

事業実施の周知徹底を

行ったが、受講者が前年度

に比べ少し減少した。 

しかし、社会人として生

活していく中で必要とさ

れるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の大切

さを、公演とﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ形式

を取り入れることで受講

者の意識改革の機会とな

った。 

ｺｰﾁﾝｸﾞｾﾐﾅｰ～ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能

力を身に付けよう～：10

名 

事業内容が地域

リーダー研修と重

複する部分がある

ので、事業統合し

て実施する。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 

（地域ﾘｰﾀﾞｰ

研修との事業

統合） 

楽らく子育て教

室 

(全６回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに大切な生活

習慣のあり方を学び、

親子のふれ合いと子育

て中の親同士の交流の

機会を設け、家庭教育

の啓発を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場を支援ｾﾝﾀｰ

に限定したため、施

設利用者以外の受

講が少なかったの

で、それ以外の会場

設定が必要である。 

また、内容が体験

教室に偏っている

ので、家庭教育の基

本である生活習慣

の改善につながる

教室開設の検討が

必要。 

屋外でのびのび

と身体を動かせる

ような教室の検討

も必要である。 

 

教室内容を、事前に支援

センター職員と協議をし

て決定した。 

支援センター以外の開

催会場を赤間多目的運動

場、村立各保育所（今年

度：恩納保育所）を設定し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援ｾﾝﾀｰ職員と協議し

て教室内容を決定したこ

とにより、支援ｾﾝﾀｰ利用者

が要望している内容を行

うことができた。 

また、会場を支援ｾﾝﾀｰ

以外にも設定することで、

支援ｾﾝﾀｰでは実施するこ

とができない内容も実施

することができた。 

ﾘﾄﾐｯｸ･ﾘｽﾞﾑ遊び：58 名 

ｾﾝﾀｰ利用者と保育所の交

流：57 名 

今後も、開設場

所を支援センター

に限定することな

く、村内社会教育

施設を活用する。 

また、マイクロ

バスを活用し、村

内保育所に通所し

ている園児との交

流にも繋げる。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 今後の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

    ｢食う･寝る･遊ぶ｣子ども

の暮らしを考える：30 名 

昔遊び：41 名 

親子料理教室：23 名 

 

  

地域リーダー研

修 

（全１回） 

村内各地域及び団体

間の交流を深めると共

に地域のリーダーとし

ての資質の向上を図

り、地域づくり、人材

育成に繋げる機会とす

る。 

企画立案、講師依

頼を早めに行い、事

業実施に努めると

ともに、事業内容と

して講演会方式や

ワークショップ方

式等を適宜検討し

て行う必要がある。 

今年度は、地域人材育成

研修と事業内容が重複す

る部分があるので、同内容

で事業を実施した。 

実施に向けて、各団体等

へ事業実施の周知を行っ

た。 

青年層の出席はあった

ものの、地域のリーダーと

して活躍して欲しい人材

の出席がなかった。 

村学校支援員が事業内

容に興味を示し 1 名の参

加があった。（村学習支援員

1 名） 

事業内容が地域

人材育成研修と重

複する部分がある

ので、事業統合し

て実施する。 
Ｃ 

事業の完了 

（人材育成研

修との事業統

合） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座 

(全５回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動で

地域に寄与している

方々を対象に活動に必

要な資質の向上を図る

と共に相互の交流を図

る機会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせ団体

と講師との日程調

整を慎重に行い、受

講者の増加に取り

組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各校読み聞かせ団体へ

学校図書館司書を通し、ア

ンケートを実施して、講座

日程を決定した。 

また、講座の中で習得し

た朗読劇を各団体で活用

するよう依頼をした。 

成果発表の機会を設け

た。 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせスキルアッ

プ講座に集中し、朗読劇を

習得することで、読み聞か

せ団体の更なる資質の向

上につながった。 

学校において朗読劇の

披露等などにつながり、学

校支援・ボランティア活動

の活性化につながった。 

今年度も、朗読劇を２

作、作りあげる事ができ

た。 

・「へや」 

・「貧乏神」 

読み聞かせｽｷﾙｱｯﾌﾟ教室

(朗読劇制作)：12 名 

読み聞かせボラ

ンティア活動につ

いては、各校とも

活発になってきて

おり、また、村全

体として「サーク

ル」も立ち上がっ

たことから、読み

聞かせに関する講

座としては平成 26

年度を最終年度と

し、今後は、学校

支援ボランティア

事業のボランティ

ア養成に繋がる補

助的事業として講

座を実施する。 

 

Ｓ 

①現状の内容

で継続 

（養成が必要

なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへ

対象変更） 
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事業項目 事業目標及び事業内容 今後の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

公民館講座 

(６講座開設) 

村民に対して学習機会

を提供するとともに指

導者の養成を図る。 

今後も引き続き

婦人を母体とした

団体以外からも申

請があるよう、周知

を継続して行う。 

活動を継続して

行っているグルー

プについては、引き

続きサークル化移

行への支援が必要

である。 

講座開設申請者が婦人

を母体とした団体に偏ら

ないよう、各団体や各区長

へ周知依頼をした。 

公民館講座での成果を

発表する機会を提供した。 

また、同内容を継続して

開催しているグループに

ついては、サークル化への

助言をした。 

講座を開設したグルー

プ間の活動や交流の支援

に繋がった。 

また、クラフトバック教

室・カービング教室につい

ては、成果発表会での成果

品の展示、各公民館講座に

ついては、活動状況報告も

行った。 

 

恩納公民館(ｺﾞﾙﾌ)：11 名 

〃 〃 (ﾋﾟﾗﾃｨｽ)：17

名 

谷茶公民館(ｸﾗﾌﾄﾊﾞｯｸ) 

：10 名 

冨着公民館(ｸﾗﾌﾄﾊﾞｯｸ) 

：10 名 

仲泊公民館(ｶｰﾋﾞﾝｸﾞ) 

：16 名 

山田公民館(ｽﾞﾝﾊﾞ)：14 名 

宇加地公民館(健康体操･

料理教室)：11 名 

これまでの講座

開設の周知によ

り、婦人を母体と

した団体のみなら

ず、それ以外から

の申請も増加傾向

にある。 

趣味の延長上の

講座が多いため、

公民館を活用して

地域見聞、見つめ

直しのような講座

等開設への助言が

必要である。 

Ａ 
①現状の内容

で継続 

青少年劇場小公

演事業 

優れた芸術を直に鑑賞

し、感動と歓びを与え

ることを目的とする。

県文化財課からの受託

事業。 

演奏発表など児

童生徒に参加の機

会が持てるよう取

り組みたい。 

 

 

 

・児童生徒のリコーダーの

体験指導の実施について、

講師と調整を行った。 

 

・短時間ではあるが、講師

の指導により、児童のリコ

ーダー体験ができた。 

・今回複数の学校から申し

込みがあり、県と調整のう

え２校で実施することが

できた。 

・当事業を継続す

るため、学校及び

県文化財課との連

携を密に取り組

む。 

・アンケートを実

施し、事業につい

ての感想を収集し

たい。 

Ａ 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

村青少年健全育

成事業 

村の補助事業として

村内各団体で青少年健

全育成協議会を組織

し、次代を担う青少年

の健全育成を図る。 

夜間街頭指導の

充実を図るため、地

域の青少年を把握

している保護者（各

字子ども会）へ協力

依頼をする必要が

ある。 

深夜はいかい、青少

年の生活リズム形

成等の啓発活動に

引き続き取り組む。 

夜間街頭指導の充実を

図るため、地域の青少年を

把握している保護者（各字

子ども会）へ協力依頼を行

った。 

夜間街頭指導の協力者

として各字子ども会を含

めたことにより、夜間街頭

指導の強化に繋がった。 

青少年の生活リズム形

成等に関する講演会の開

催に向けて講師と調整を

行ったが、日程が合わず実

施することができなかっ

た。 

夜間街頭指導に

ついては、更なる

強化を目指して、

各校区毎の実施の

切り替えへの検討

が必要である。 

また、青少年の

生活リズ形成等に

関する講演会につ

いては、講師の来

県日程を早めに調

査し、日程調整を

行う。 

Ｂ 
①現状の内容

で継続 

人材育成激励金 

支給事業 

 

 

 

 

 

 

 

教育、芸術、文化スポ

ーツの分野において優

秀な成績を収めた個人

に対し、激励金を支給

することにより、人材

育成と教育、芸術、文

化、スポーツの振興を

図る。 

 

 

今後も支給事例

について広報誌等

を活用して紹介し、

周知を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

○支給事例を広報誌で紹

介し、広報活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽﾎﾟｰﾂ競技は 69 件の支

給があった。 

○スポーツ面 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

学生：22 件、一般：24 件 

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ   

学生：8 件、一般：1 件 

陸上、駅伝 

学生：7 件、一般：2 件 

バレー 

学生：1 件、一般：2 件 

野球 

学生：2 件 

○文化面 

平成 25 年度申請(文化面)

については、なかった。 

周知活動を行う

とともに、人材バ

ンク等への登録や

他事業への連携を

図り、人材を活用

できるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

文化情報センタ

ー準備室業務 

文化情報センターの

設置に向け、必要な事

務を行うと共に、住民

に対し、図書貸出サー

ビスの提供に取り組

み、読書活動を推進す

る。 

金武町､読谷村に

おける広域貸出サ

ービスの継続依頼

とともに村民への

利用マナーの啓発

に取り組む。 

県内図書館との

相互貸し出しサー

ビスの周知に取り

組む。 

図書の登録に取

り組むとともに準

備室での貸出につ

いて取り組む。 

 

 

金武町、読谷村広域貸出

サービスや図書館利用マ

ナーについての周知を行

った 

準備室にて貸出を開始

した。 

リクエストサービスに

ついての周知を行った。 

図書の登録作業に取り

組んだ。 

移動図書館の開催につ

いて取り組んだ。 

子ども読書推進計画検

討委員会の設置に取り組

んだ。 

 

・金武町登録者数 

37 人(延べ 126 人) 

利用者数７３９人 

（123％up） 

貸出冊数 3,200 冊 

（128％up） 

・読谷村登録者数 

28 人(延べ 65 人) 

利用者数 368 人 

    （119％up） 

貸出冊数 2,161 冊 

(127％up） 

・文化情報ｾﾝﾀｰ準備室 

（10 月～3 月分） 

登録者数：164 人 

利用者数：900 人 

貸出冊数：2,939 冊 

リクエスト：102 件 

・移動図書館 

(H25 年度は 2 回実施) 

来館者：398 人 

貸出人数：49 人 

貸出冊数：398 冊 

・平成 25 年度準備室図書

登録冊数：10,012 冊 

・講演会の開催 

 参加者数：22 名 

・建設現場の仮囲を利用し

たｳｫｰﾙｱｰﾄ･ﾍﾟｲﾝﾄ実施 

・文化情報ｾﾅﾝﾀｰ建設業

務に関する調整事務 

文化情報センタ

ーの設置に向け、

円滑な事務を図る

と共に開館にむけ

て各種サービス内

容を定める。 

条例の設置、IC タ

グの導入、運営協

議会の設置 

Ａ 

①現状の内

容で継続 
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（３） 社会体育関係所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

各種社会体育事

業の充実 

(体力テスト) 

村民に対し、スポー

ツをする機会を提供

し、健康増進・親睦を

図る。 

体力テストの参加

者が増えるよう普及

活動に力を入れる。 

また、体力テスト

以外にも連携して行

える事業を展開して

いく。 

 

福祉健康課等と連携

し、健康福祉まつり、ウ

ォーキングフェスタ等で

ニュースポーツ体験を実

施した。 

体力テストは場所等

の都合により実施出来

なかったが、ニュース

ポーツ体験を実施し、

健康増進の意識高揚に

つながった。 

 

ラダーゲッター 

41 名 

ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ 

21 名（113 名） 

 

体力テスト以外に

もｽﾎﾟｰﾂ推進事業を

実施できるよう連携

して展開していく。 

 

 

Ａ 

①現状の内容

で継続 

 

各種社会体育事

業の充実 

(スポーツ教室) 

村民に対し、スポー

ツをする機会を提供

し、健康増進・親睦を

図る。 

スポーツ推進委員

と連携し、参加しや

すい教室展開を継続

する。 

夜間に教室を開催し、「ピ

ラティス教室」を南部地区、

北部地区で各５回開催し

た。 

多くの村民の参加があ

り、健康増進への意識

高揚につながった。 

北部地区：59 名（42） 

南部地区：68 名（58） 

 

スポーツ推進委員と

連携し、参加しやす

い教室展開を継続す

る。また、アンケー

ト等による要望等の

調査実施が必要であ

る。 

Ａ 

①現状の内容

で継続 

 

各種社会体育事

業の充実 

(壮年ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ) 

村民に対し、スポー

ツをする機会を提供

し、健康増進・親睦を

図る。 

参加者全員が楽しめ

るような大会運営

と、参加チームが増

えるようにスポーツ

推進委員と協力しな

がら周知活動してい

きたい 

 

 

 

 

スポーツ推進委員定例会

での大会調整、スポーツ

推進委員からの周知活動

を行った。 

申し込みは 12チームあ

ったが、台風のため、

中止になった。 

 

申込チーム：12 ﾁｰﾑ（7） 

スポーツ推進委員と

協力しながら大会運

営、周知活動してい

きたい 

 

 Ｃ 

①現状の内容

で継続 

 



29 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

各種社会体育事

業の充実 

(壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ) 

村民に対し、スポー

ツをする機会を提供

し、健康増進・親睦を

図る。 

スタッフが少なく、

大会運営が大変だっ

たので、参加チーム

にも協力してもらっ

て大会運営を行える

よう調整していく。 

監督会議で大会運営に協

力してもらうように調整

した 

参加チームに大会運営

協力（審判員）をして

もらい、スムーズな大

会運営ができた。 

 

参加チーム：18 ﾁｰﾑ 

     （18） 

今後も参加者・スポ

ーツ推進委員と調整

し、スムーズな大会

運営を目指す。 

 

 

Ａ 

 

 

①現状の内容

で継続 

各種社会体育事

業の充実 

女性スポーツ大

会 

（ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ） 

村民に対し、ｽﾎﾟｰﾂを

する機会を提供し、健

康増進・親睦を図る。 

ルール等の確認、審

判（スポーツ推進委

員）の更なるスキル

アップが必要であ

る。 

 

 

 

 

スポーツ推進委員研修に

おいて講習会を実施し

た。 

 

参加者：13 名 

スポーツ推進委員が主

体となって大会運営が

できた。 

 

参加チーム 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｸﾗｽ：5 ﾁｰﾑ  

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｸﾗｽ：3 ﾁｰﾑ 

スポーツ推進委員と

協力しスムーズな大

会運営、積極的な周

知活動を行う。 

 Ａ 

 

 

 

①現状の内容

で継続 

各種社会体育事

業の充実 

（ﾐﾆﾊﾞﾚｰ） 

ミニバレーを通してス

ポーツ技術の向上を図

り、健康増進の意識高

揚、村民の親睦を深め

る。 

参加チームを増やす

ために、継続して周

知活動に力を入れて

いきたい。 

字への通知だけではな

く、スポーツ推進委員と

協力し、スポーツ推進委

員自ら周知活動を行っ

た。 

 

参加チームも増え、

各クラスで参加があ

り、幅広い年代でミニ

バレーを楽しむことが

できた。 

 

参加チーム 18 

     （16） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｸﾗｽ A  2 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｸﾗｽ B  8 

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｸﾗｽ   8 

 

 

 

参加チームを増や

すために、継続して

周知活動に力を入れ

ていきたい。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 



30 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

スポーツ推進委

員の資質向上 

各種スポーツの振興と

普及活動を支援し、ス

ポーツ推進委員個々の

資質の向上を促す。 

県、中頭地区の研

修への参加、 

また、自ら研修を

企画し、スポーツ推

進委員全員の資質向

上を図る。 

県や中頭地区での研修

へ積極的に参加した。 

また、村で行われる大

会やイベント等に繋がる

研修を自ら企画し実施す

るなかで、スポーツ推進

委員の資質向上につなが

った。 

 

 

様々な事業でスポー

ツ推進委員が中心にな

って大会運営ができ

た。 

 

 

スポーツ委員研修等参

加延べ人数 

H24：325 人 

H25：319 人 

県、中頭地区の研

修への積極的参加、 

また、自ら研修を

企画し、スポーツ推

進委員全員の資質向

上を図る。 Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

恩納村体育協会、 

国頭郡体育協会 

の活動支援 

恩納村及び国頭郡の体

育協会に補助金を交付

し、その活動を支援す

ることによりスポーツ

の振興を図る。 

スポーツ振興、競

技力向上のために、

事業展開や施設の有

効活用等の指導・助

言を行っていく。 

 

スポーツ振興、競技力

向上に繋がるような事業

展開の提案など、指導助

言を行った。 

今回は新たな事業展

開はなかったが、駅伝、

バドミントン、ゴルフ

などで優秀な成績を収

めた。また、社会体育

施設の年間を通しての

活用が見られた。 

 

 

今後もスポーツ振

興、競技力向上のた

めに、事業展開や施

設の有効活用等の指

導・助言を行ってい

く。 

 

Ａ 

①現状の内容

で継続 

 

村立小中学校体

育施設（プール）

の一般開放事業 

夏休み期間中、学校施

設を有効活用し、村民

の泳力及び体力の向上

を図る。 

開放期間中の水泳

教室は今後も継続し

ていきたい。 

土日開放について

は、土日の利用が少

ないので検討の余地

がある。 

今回は平日のみのプール

開放を行った。また仲泊

校、安富祖校で開放期間

中の水泳教室を実施し

た。 

 

 

教室実施数及び参加者 

仲泊校  3 回（23 名） 

安富祖校 3 回（42 名） 

プール利用延人数 

1268（974） 

安富祖：175（100） 

喜瀬武原：110（179） 

恩納：267（250） 

仲泊：410（247） 

山田；306（198） 

 

開放期間中の水泳

教室は今後も継続し

ていきたい。 

土日開放について

は、土日の利用が少

ないので今後は平日

開放を継続する。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

各種団体等県外

派遣補助事業 

村民のスポーツや文化

活動に対する意欲を向

上させ、各種スポーツ

及び文化的活動の振興

を図る。 

事業を継続し、該当

する団体、個人等の

情報収集、広報誌等

での周知に努め、ス

ポーツ、文化活動へ

の意識向上を図る。 

派遣事業に該当する団体

の情報収集、広報誌等の

活用、周知徹底に努める。 

○小学生 

該当なし 

 

○一般 

該当なし 

事業を継続し、該当

する団体、個人等の

情報収集、広報誌等

での周知に努め、ス

ポーツ、文化活動へ

の意識向上を図る。 

Ｃ 

①現状の内容

で継続 

 

村体育施設維持

管理事業 

村内の体育施設の維

持管理に指定管理者制

度を導入し、その運営

を行わせることによ

り、管理費用の軽減及

び利活用の増進を目指

す。 

施設の維持管理の

徹底に努めていくと

ともに、活用しやす

い施設運営を行って

いけるよう指定管理

側と連携し、施設収

入増を目指す。 

施設利用率向上に向け

ての施設維持管理徹底の

指導を行った。 

また、定期的に調整会

議を行い、問題点解決に

向けた取組、村の要望等

を伝え、指定管理側との

意思疎通を図った。 

施設維持管理につい

ては、利用者からも好

評である。 

H24 利用者 76,333 

利用回数（799） 

H25 利用者 65,152 

利用回数（682） 

 

○自主事業 

・整理収納術教室 

・少年サッカー交流戦 

・救急法等講習会 

・三星ﾗｲｵﾝｽﾞ野球教室 

・サッカー教室（通年）、

その他ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開

催 

施設の維持管理徹

底に努めていくとと

もに、活用しやすい

施設運営、周知活動

を行っていけるよう

指定管理側と連携す

る。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

（４） 学力向上推進委員会事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

地域学習塾支援事

業 

学力向上推進委員会

の組織を強化し、学校、

地域、家庭が連携して

それぞれの役割を分担

しながら心・知・体の

三拍子揃った子どもの

育成を図る。 

運営についての共

通確認が必要であ

る。 

 地域塾開始事前にお

ける説明会を実施し周

知を図った。 

 全ての地区において、

計画・実施された。 

延べ 1940 人が参加 

各自治会とも工夫した

取り組みが見られた。 

一部支部で、地域

塾開設所の提出がな

かったので、今後は、

支援員活用のための

計画書の提出を求め

る。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

石狩市中学生交流

事業 

 

 

 

地理・歴史・文化の

異なる北海道との交流

体験を実施すること

で、沖縄の文化との違

いについて学ぶととも

に、人間性豊かな人材

の育成を図る。 

※隔年ごとに派遣、受

入れで実施する。 

隔年派遣のため、

本年度は受け入れと

なった。 

受入れ民泊家庭との

早期連携と新規内容を

追加した。 

平成 25 年度は受入れ

年度であり、友好都市締

結と同時期に開催した。

北霊の碑が新たなメニ

ューとして追加したこ

とで、平和に対する生徒

の意識が高まった。 

 

 新年度開始と同時

に募集を行い、募集

定員 20 名の確保に

努める。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

講演会事業 各学校の児童生徒・

教職員の資質の向上に

資することを目的に、

著名人を招き、講演会

を開催する。 

各学校の児童生

徒・教職員の課題を

踏まえた講演会を開

催する。 

各学校・事務局共に、

教職員の授業力向上の

講演会を主に講演会を

実施した。 

各学校では、各教科、

ＮＩＥ・道徳・特別支

援・家庭教育・特別支援

教育・キャリア教育等学

校独自の研修会を開催

した。事務局では、教職

員の授業力の向上を図

るため、特別授業研修会

を継続し、「川嶋環」氏

と「椎名美穂子」氏によ

る充実した研修会が実

施された。 

教職員の授業力向

上のために、今後も

継続した講演会を開

催することが必要で

ある。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

教職員先進地視察

研修事業 

学習内容の定着率の

高い県外の都道府県に

小中学校の教職員を派

遣し、学力定着に向け

た指導方法の工夫改善

に資する。 

教育委員会課題か

ら学校課題に対する

研修に変更。 

各学校独自で派遣校

の選定を行い、計画・

派遣できるようにし

た。 

 小学校において実施。

2 校は教育委員会事務局

提案「教育展望セミナ

ー」、１校は、学校提案

「秋田県教育フォーラ

ム」へ派遣した。 

派遣者の学ぶ姿勢

や積極的に学力向上

に参画する意識が高

まった。派遣者個人

の研修になりがち

で、研修後の各学校

での波及が課題とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

学推実践報告会 

 

 

 

 

恩納村学力向上推進

の取り組みの成果と課

題を、学校・家庭・地

域の立場から検証す

る。 

 

保護者や地域の参

加者が少ない。 

広報無線を活用して

知らせるとともに、学

校を通して保護者へ参

加を促した。 

学推コンクール・教育

の日表彰を同時に開催

したためか、例年より保

護者の参加者が増えた。 

家庭地域教育の役割

について学推要項を

検討し、啓蒙を図る。 

 

 

Ｂ ①現状の内容

で継続 

 

諸検定料支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

全国規模で実施されて

いる漢字検定・英語検

定・数学検定等を希望

する児童生徒に半額補

助し、学力の意識化と

定着を図る。 

学校によって半額

補助予算を全て使い

切る学校とそうでな

い学校とがある。 

３大検定に絞ってチ

ャレンジできる人数を

増やす。 

例年受験者が増えて

いる。上位入賞者も増え

ている。 

受験者数 

英検：３８５名 

漢検：６９６名 

数検：１７１名 

理検： ３６名 

 運営における学校

教員の対応が難し

い。 

 

 

 

Ｂ 
①現状の内容

で継続 

 

未来塾事業 高校受験を控えた中学

校３年生に対し、学習

への不安・課題を解消

するために実施する。 

恩納校・山田校へ

の拡大への対応。 

 早期に、恩納校・山

田校開催に向けた人的

配置の要請を名桜大学

に依頼する。 

恩納校・山田校だけで

なく、仲泊校でも開催し

た。全ての学校で全員合

格した。また、学校での

学ぶ姿勢が変化した。 

学習ボランティア

に対する交通費等の

要綱内容の検討。 

 

 

Ｂ 

① 事業規模

を拡大し

て継続 

スキルアップ研修 各学年・教科１人体

制という課題を解決す

るため、村内職員が協

力して協議し、互いの

資質・能力を高めるた

めに行う。 

 

開始時間について

は様々な意見があ

る。まとめの分科会

は設定する必要があ

る。 

全体会・分科会の時

間を確保して計画す

る。 

小学校各学級担任・中

学校の教科担任が積極

的に取り組むようにな

った。小学校５学年合同

体験学習が復活した。 

本村児童生徒の課

題解決に向けた更な

る取り組み。 

 

 

 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

各種コンクール事

業 

各種コンクール事業

を開催することによ

り、児童生徒に発表の

機会を与える。 

美化コンクールを

研修会へ変更。 

 校務改善の観点か

ら、コンクールの応募

を夏季休業前に開始

し、美化コンクール事

業を廃止した。 

多くの児童生徒の応

募があった。 

あいさつ標語コン

クール優秀賞受賞作

品の活用について検

討か必要である。 

 

 

 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 
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（５） 博物館所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

博物館運営 博物館は村の自然、

歴史、文化を発信する

生涯学習機関としてふ

るさと学習の拠点とな

るよう、関連する資料

の収集、整理、保存活

用に努めると共に、展

示公開、調査研究を充

実させ、企画展、各種

講座、芸術鑑賞の機会

を通して、ふるさと学

習にふさわしい施設と

してその活性化を図

る。 

村民による施設活

用成果を評価するた

め、入館者数のカウ

ント方法の検討など

統計情報の充実が必

要である。 

また、継続した入

館者・施設利用者増

加のための企画に取

り組んでいく。 

公民館や漁協、商工

会などに協力していた

だき、展示会を企画し

た。大正琴サークルの

活動支援、社会教育課

の事業等での会場とし

て利用してもらうな

ど、施設の活用につな

がる取り組みを行っ

た。 

更に、個人の展示会

を受け入れるなどし、

施設の活用を図った。 

村内の教職員の研修

の受け入れや小中学校

の授業での利用の受け

入れのほか、総合学習

での授業内容の相談を

受けるなどした。 

博物館運営協議会に

ついては、年 2 回開催

した。 

博物館利用人数 8,637

名。内訳として、入館者

6,309 名、施設利用者

2,328 名（前年度 9,751

名、入館者 6,694 名、施

設利用者 3,057 名）。 

平成 25 年度は、展示

会 3 回、移動展 1 回、サ

ンセットコンサート、2

回の講座・体験教室を開

催したほか、個人の展示

会 3 件の受入、教育委員

会の事業（移動図書館、

講座など）にて博物館を

利用してもらうなど、施

設の活用に取り組んだ。

また、村内小学校の授業

時間での利用受入の他、

職員が学校に赴き、授業

を行ったり、教職員の研

修の受入などを行った。 

運営協議会では、今後

開館する文化情報セン

ターとの連携、学校の授

業との連携に取り組ん

でいく必要性の指摘が

あった。 

 

 

 

文化情報センター

の開館によって、博

物館を取り巻く状況

も変化していくこと

が想定されるため、

展示内容のリニュー

アルも視野に入れた

今後の取り組みを検

討する。 

また、継続した入

館者・施設利用者増

加のための企画に取

り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

「海の見える博物

館、うんな工芸展」 

村内で活動する作家

の作品を展示し、伝統

工芸、現代の工芸を紹

介すると共に、体験教

室を開催し、伝統工芸

や現代の工芸の魅力に

触れさせ、工芸や芸術

に対する理解を深めて

もらう場とする。 

工芸の分野の充

実、新規出展者の開

拓、展示方法などを

検討し、より特色あ

る展示会作りを目指

す。 

また、工芸体験の

定着を目標とし、内

容の充実を図ってい

きたい。 

村内で活動する陶

芸、琉球ガラス工芸、

漆工芸の作家・工房に

作品の出展を依頼し

た。 

期間中に開催する工

芸体験では当日参加者

が持ち帰ることが出来

る内容にし、参加しや

すいようにした。 

8/13～9/1 に開催（18

日間）。期間中の来場者

425 名（前年度 12 日間、

439 名）。また、8/17 に

工芸体験教室を実施し

た。 

 

 

展示内容、展示方

法等の見直しを行

い、伸び悩む来館者

の増加に取り組む。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 

 

 

企画展 

「恩納村の海の恵

み」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館が収蔵する資

料や文化財の資料を活

用し、恩納村の情報を

発信し、村の歴史や文

化財に対する理解を深

めてもらう場とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年の企画展を通

して、自然・歴史・

文化などの広い分野

の資料を収集し、そ

の資料や研究成果を

展示に反映させるこ

とで、展示物の充実

に努めたい。 

 

伝統的な漁法や漁業

に関する民具の展示の

他、字誌が発刊されて

いる字を中心に海や海

岸に関する地名や漁獲

物の方言名を聞き取り

などで調査し、展示に

反映させた。また、現

代の漁業の紹介では村

漁協や商工会に資料提

供などの協力をしてい

ただき、恩納村の漁業

に関する情報をより多

く発信できるよう努め

た。 

H26 年 2/1～3/16 開催

（37 日間）。期間中来場

者 1,265 名（前年度企画

展 51 日間、1,498 名）。 

漁法や漁業に関する

民具の紹介、調査成果で

ある海に関する地名や

漁獲物の方言名、現代の

漁業など幅広い項目に

ついて紹介できる展示

となった。 

また、展示会の内容を

まとめた図録を作成し、

関連催事として、講座を

開催した。 

 

 

 

継続して自然・歴

史・文化などの広い

分野の資料を収集

し、その資料や研究

成果を展示に反映さ

せることで、展示物

の充実に努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

移動展 

「防災展～もしも

のときに備えて

～」 

博物館以外の施設を

利用した展示会を開催

することで、村の情報

を広く村民に公開・活

用できるよう取り組ん

でいく。 

恩納村の地理的な

特色も踏まえ、博物

館から離れた地域の

方々にも情報発信が

出来るよう移動展を

開催する。 

村の新しい防災マッ

プの周知や防災の意識

向上などを目的に企

画。総務課、文化情報

センター準備室と連携

して展示の準備を行っ

たほか、沖縄市の博物

館にも協力をしていた

だいた。 

 

H25年9/5～30に役場

村民ギャラリーにて開

催。期間中来場者 283

名。展示をとおして、東

日本大震災の津波の様

子の写真、村の防災の取

り組みの紹介、防災に関

する図書の紹介などを

行った。 

博物館で開催した

企画展の展示物など

を広く村民に公開・

活用できるよう、村

内の他施設を利用し

た移動展を継続して

いく。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 

（共催事業） 

平成 25 年度 

沖縄県芸術文化祭

写真選抜展 

沖縄県、沖縄県文化

振興会主催の「沖縄県

芸術文化祭」の移動展

を受け入れ、村民が芸

術作品を鑑賞する機会

を設け、芸術振興に資

することを目的とす

る。 

県芸術文化祭本展

の開催時期が毎年異

なるため、他の博物

館事業等と重なって

しまい、長めの開催

期間の確保が難し

い。今後も期間の検

討が必要と考えてい

る。 

恩納村博物館での開

催期間を延ばせるよう

継続して調整を行って

いる。 

また、村内で撮影さ

れた作品や幅広いテー

マの作品を借用した。 

H26年1/7～13開催（7

日間）。期間中来場者 216

名（前年度 6 日間、217

名）。66 点の写真作品を

借用し、展示を行った。 

県芸術文化祭本展

の開催時期が毎年異

なるため、他の事業

等との調整が必要と

なる。 

開催期間を延長で

きるよう継続して要

望していく。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 

ｻ ﾝ ｾ ｯ ﾄ ｺ ﾝ ｻ ｰ ﾄ 博物館を活用し、村

民を中心に優れた芸

術・音楽・芸能等を鑑

賞する場を提供するこ

とで、芸能等への関心

を高め、恩納村の文化

振興に資することを目

的とする。 

 

村内出身者などの

人材の活用、幅広い

ジャンルでの開催を

検討。 

村内出身者のグルー

プや個人に出演を依頼

したほか、専門的な演

奏技術を持つ方にも出

演を依頼した。また、

演奏曲にも村出身作曲

家・渡久地政信氏の作

品を取り入れるなど、

人材の活用と内容の充

実を図った。 

 

 

H26 年 1 月 18 日（土）

に開催。来場者 112 名 

（前年度 60 名）。 

博物館のホールを利

用し、コンサートを実

施。会場で実施したアン

ケートでも好評を得て

いた。 

アンケートでも好

評を得ているので、

村内出身者などの人

材の発掘、幅広いジ

ャンルでの開催を検

討していきたい。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

博物館講座 

「沖縄闘牛の魅

力」 

博物館主催の講座を

通して、村民に村の自

然、歴史、文化につい

ての理解を深める場を

提供する。 

今後も継続して、

村に関する幅広いテ

ーマを扱い、体験学

習や巡検などを実施

する。 

県内でも熱心な愛好

家が多い沖縄闘牛の魅

力について、村から石

川多目的ドームの闘牛

場が近いという地理的

な特色もあるため、闘

牛写真家の展示会受入

に合わせて、企画した。 

H25 年 6 月 16 日に開

催。参加者 10 名。 

闘牛アナウンサー、闘

牛飼育者、闘牛ファンの

それぞれの視点から沖

縄の闘牛の魅力につい

て語っていただいた。 

今後も継続して、

村に関する幅広いテ

ーマを扱い、体験学

習や巡検などを実施

する。 

 

 

 

B 

 

②事業規模を

拡大又は縮小

して継続 

(テーマを変

更して継続) 

博物館講座 

「ティール作り」 

博物館主催の講座を

通して、村の自然、歴

史、文化についての理

解を深める場を提供す

る。 

今後も継続して、

村に関する幅広いテ

ーマを扱い、体験学

習や巡検などを実施

する。 

企画展「恩納村の海

の恵み」の開催期間中

に関連催事として開

催。 

海での活動で利用さ

れた民具「ティール」

作りを通して、参加者

にその製作技術や使い

方などについての理解

を深めてもらうことを

目的として企画した。 

また、この機会に村

内で過去に製作してい

た方で、今後製作の指

導を出来そうな方の情

報収集や人材発掘も目

的とした。 

平成 26 年 2 月 8、9 日

の 2 日間にわたって開

催。参加者は村内の大人

に限定して募集し、13

名が参加した。講師の指

導の下、竹籠を編んでい

く一連の工程を実際に

参加者に体験してもら

い、ティールを完成させ

た。参加者からは今後も

継続的に行って欲しい

との要望もあり非常に

好評だった。 

今後も継続して、

村に関する幅広いテ

ーマを扱い、体験学

習や巡検などを実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

➀現状の内容

で継続 

『恩納村博物館紀

要』（第 8 号）の刊

行 

恩納村に関連する研究

及び報告などの情報発

信源とする。また、後

世に伝えるため、博物

館年報と隔年にて作成

している。 

今後も継続し、村や

博物館活動に関する

調査研究・報告に努

める。 

第 8 号については、

恩納村文化財保護審議

員、恩納村誌自然史調

査員に原稿の執筆を依

頼し、村の自然分野に

関する調査・研究成果 

『恩納村博物館紀要』

8 号（全 42 頁）を刊行し

た。各執筆者には、『恩

納村誌』自然編に掲載し

た調査成果を補足する

報告 

今後も継続し、博

物館活動の一環とし

て、調査・研究に取

り組み、その成果を

刊行物とすること

で、 

 

 

Ａ 

 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

   の公開を図った。 をしていただいた。 情報の公開活用を図

る。 

  

歴史ロードを歩こ

う事業 

恩納村内に所在する

国指定史跡「国頭方西

海道」やその一帯に所

在する恩納村の財産で

ある文化財を見て、聞

いて、触れることで文

化財愛護思想の啓発を

図った 

引き続き、事業実

施に当たっては参加

者の安全管理に配慮

する。 

適切な安全管理を目

標に声掛けや、道路付

近の誘導、歩行時の呼

びかけや滑りやすい箇

所等に職員を配置し

た。 

５月１１日に実施。参

加予約 63 名のところ当

日雨天のため参加者 29

名。村内参加者が多く、

次回も参加したいとい

う意見が多く寄せられ

た。 

 

前年度(H24)参加者： 

49 名 

参加者の安全管理

に配慮するとともに

案内方法の検討を実

施する。 

Ｂ 
①現状の内容

で継続 

親子文化財めぐり 親子で文化財めぐり

をすることにより、歴

史や文化財への認識を

高め、文化財保護の啓

発を図る。 

参加者の増加に向

け、村内各学校及び

子ども会、各公民館

へ引き続き呼びかけ

を実施する。 

村内を対象に一般公

募し、各学校や子ども

会、公民館、OIST 等へ

案内及び立て看板を設

置、役場 HP や村内放

送でも募集を呼びかけ

る。 

3 月 16 日に実施。村

内の一般を含めた 21 名

が参加。 

村縁の護佐丸に関連

する山田城や座喜味城

跡など地域の文化財に

ついて学習する機会と

なった。 

前年度(H24)参加者： 

親子 16 名 

護佐丸縁の史跡や

世界遺産を巡ってお

り、今後親子文化財

めぐりのルートにつ

いて検討する。 
Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

文化財普及事業 村内の文化財の周知

と普及を図るため文化

財普及展示会を実施

し、文化財保護の啓発

を図る。 

前年度取り組みな

し 

 平成 25 年度は恩納村

より出土した先人たち

の道具や食や生活など

モノと写真パネル等を

用いて展示会を実施。近

隣の金武町、宜野座村の

協力も得て実施。9 月 10

日～9 月 29 日まで実施。

来館者は 288 名。 

今後も恩納村の文

化財の普及を図るた

め展示会を継続して

できるよう検討す

る。 Ａ 
①現状の内容

で継続    
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

恩納村文化財保護

審議会 

村内に所在する文化

財の保護と活用につい

て審議会を実施し、村

内の文化財保護に努め

る。 

村内の文化財の情

報収集および指定文

化財の増加を目指

す。 

村内の指定文化財の

増加を図るため、文化

財保護審議委員から意

見を聴取し、指定に向

けて情報収集を実施し

た。 

平成 25 年度は年 2 回

の審議会を実施。 

審議会では、開発に伴

う文化財の保護につい

ては、村指定文化財「浜

崎御嶽」の現状変更の審

議や開発予定地内の文

化財視察、平成 25 年度

事業報告及び平成 26 年

度事業計画の報告等を

行った。 

 

村内の指定文化財

の増加を目指す。無

形文化財の指定に向

けて情報収集および

検討する。 

Ｂ 
①現状の内容

で継続 

国庫補助事業 

恩納村内遺跡発掘

調査等 

国庫補助事業として

４カ年事業で、村内の

埋蔵文化財の分布状況

の把握と開発調整に必

要な確認調査の実施。 

開発予定地の継続

的な基礎調査を実施

し、将来の事業計画

時における埋蔵文化

財の保護を実施。 

恩納通信所跡地及び

恩納バイパス・恩納南

バイパス工事予定地な

どの大型開発予定地及

び各種開発に伴う埋蔵

文化財の確認調査を実

施。 

 

5 月 15 日～3 月 31 日

まで実施。恩納通信所跡

地等の確認調査を実施。

恩納・恩納南バイパス拡

幅予定地では、遺跡の有

無確認調査を実施。 

確認された文化財

の周知と保護対応に

ついて検討する。 

Ａ 
①現状の内容

で継続 

自衛隊基地白川分

屯地埋蔵文化財調

査 

自衛隊より嘉手納弾

薬庫内にある自衛隊基

地の工事に伴う埋蔵文

化財調査を依頼され、

予定地の埋蔵文化財確

認調査を実施。 

前年度取り組みな

し 

 調査地は 71,000 ㎡で

10月18日～1月 16日ま

での期間で実施。調査の

結果、埋蔵文化財は無い

ことが判明しその旨自

衛隊に回答した。 

基地内の文化財の

把握は殆どされてい

ないため、調査依頼

があった際には、情

報収集に努め文化財

の把握と保護に取組

む。 

 

 

 

 

Ａ 
事業の完了 
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事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

前兼久～谷茶区間

電線共同溝埋設工

事計画に伴う文 

化財調査 

北部国道事務所より

依頼があり、前兼久地

区から谷茶区間までの

文化財確認調査を実

施。 

前年度取り組みな

し 

 

 

 

 4月 1日～3月 31日ま

で実施。調査を実施した

結果、文化財は確認され

ず、その旨事業者に回答

した。 

今後とも継続して

開発や工事に伴う村

内の文化財保護に努

める。 

Ａ 事業の完了 

 

（６） 学校給食センター所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

栄養教室の開催 児童生徒に食に対す

る正しい知識を身につ

けさせると共に学校給

食の重要性を認識させ

る。 

 

 

 

各学校で給食時間

を利用した栄養指導

の充実を図る 

食に関する年間指導

計画を作成し各学校へ

の周知を図り、各学校

で給食時間を利用し栄

養指導を行った。 

子供たちが食に対

する関心を持ち、栄養

に関する知識を学ん

だ。 

各学校で保護者も含

めた食育教室を通し

て、更に栄養指導の充

実を図る。 
Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

村産食材の積極的

な活用 

安全な食材の確保と

村内生産者との連携に

よる地産地消の推進 

地場産物の年間を

通した安定供給がで

きるようおんなの駅

との連携を図る。｢ふ

れあい給食｣が各学

校の年間行事として

取り組めるよう推進

する。 

日頃の食材調達をお

んなの駅と連絡調整を

行い、年間を通して、

地場産物を利用した。

また「ふれあい給食」

年間行事として計画し

た。 

地場産物を学校給

食を通して、子供たち

に提供し、食材をつく

っている農家さんと

の「ふれあい給食」を

実施した。 

 地場産物の年間を通

した安定供給ができる

ようおんなの駅との連

携を図る。｢ふれあい給

食｣が各学校の年間行

事として取り組めるよ

う推進する。 

Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

給食センター見学

の推進 

 

 

 

給食調理の状況を見

学させ、その安全性を

認識させる。 

幼稚園のみでなく

小中学校でもセンタ

ー見学が実施できる

よう推進する。 

幼稚園児の調理場見

学に向けた事前調整と

実施。小中学校の行事

調整を行った。 

幼稚園児の調理場

見学を実施し、給食に

対する関心を高めた。 

 

幼稚園のみでなく小

中学校でもセンター見

学が実施できるよう推

進する。夏休みを利用

した見学を検討する。 

 

 

 

Ｂ 

 

①現状の内容

で継続 

 



41 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 前年度の課題 課題克服に向けた取組 事業の成果 今後の課題 評価 総合判断 

給食費徴収率の向

上 

安全で質の高い給食

の提供するため、給食

費の徴収率の向上を図

る。 

 

JA 以外の金融機

関での口座振替等、

納付のチャンネルを

増やすことで納付し

やすい環境整備。悪

質な滞納者に対する

強制執行の申し立

て。 

JA 以外の金融機関

で口座振替を実施し、

滞納者に対し、催告書

の発送した。 

ＪＡ以外の口座振

替を実施した結果、前

年度比 8％程度、振替

利用者が増えた。 

口座振替を推奨して

いくことと、滞納者に

対しては、児童手当の

天引き制度を推奨して

いく。 
Ｂ 

①現状の内容

で継続 

 

学校給食センター 

物品購入 

学校給食を安全かつ

衛生的に供給するため

に給食運搬車を購入す

る。 

 

 

 

 

 

購入から 14 年を

経過した配送車の買

い換えのための予算

の確保。 

配送車の買い替えの

ための予算の確保及び

購入。 

学校給食を安全かつ

衛生的に供給するた

めに給食運搬車を購

入した。 

  

 

 

Ａ 

 

 

 

事業の完了 

 

４ 外部有識者の意見について 

  教育委員会の内部評価を終えて後、評価の客観性を確保するため、外部評価委員会に諮問して点検評価結果に関する意見を求めました。外部評価委員会の構成

メンバー及び意見の内容は次のとおりです。 

  

(1) 恩納村教育委員会の事務事業の点検評価外部評価委員会 

役 職 氏  名 任     期 備     考 

委 員 長 大 城 勝 泰 平成 26 年 8 月 1 日～平成 28 年 7 月 31 日 元教育委員・元村議会議長 

副 委 員 長 仲 本 政 夫 平成 26 年 8 月 1 日～平成 28 年 7 月 31 日 元教育委員・元中学校教諭 

委  員 真 栄 城 慶 子 平成 26 年 8 月 1 日～平成 28 年 7 月 31 日 元村子供育成会会長 

 (2) 意見(答申) 

当委員会は、教育長の諮問に基づき、教育委員会が平成 25 年度に実施した８５件の事業について、平成 26 年 8 月 4 日、8 月 19 日に委員会を開催し、諮問さ

れた各種事務事業の評価や課題把握の根拠などについて、課長及び担当者の説明を受けながら評価を行いました。また 8 月 29 日には、これまでの会議の経緯の

確認と意見の集約を行い、その結果を答申いたします。 
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記 

①  点検評価報告書について 

  今回の教育委員会の事務事業の点検及び評価は、事務事業評価シートにより事業目標、事業の成果、今後の課題、事務事業の評価について、事業担当者からの

聞き取りを行い、事業実績や事業の成果、事業に対する自己評価等が適切であるかを確認しました。また、恩納村全体の生涯教育を考え、学校教育、社会教育関

係事業について、生涯教育の視点から事務事業の点検及び評価を行いました。６年目ということでこれまで、いくつかの課題も指摘されてきておりますが、点検

項目並びに事業内容、取組み結果及び課題についても、わかり易く丁寧にまとめられ、担当者が熱心に取り組んだことが伺えました。 

事務事業の点検及び評価は、事業の計画、実施、検討を行う職員自らが事業への意識を高め、事務事業への村民の満足度の向上や期待への適合などを視野に入

れるとともに説明責任への意識を持つことが大変重要であると感じました。成果の見えにくいといわれる教育行政について、ＰＤＣＡサイクルに沿って事業展開

ができるよう常に点検や評価を繰り返すことが重要だということが確認できました。 

この評価結果の活用につきましては、次年度以降の事業の取り組みを具体的に進めやすくするためのものであり、予算や事務改善等の施策を推進するための方

向性を確認するものとして、取り入れていただきたいと思います。 

②  事務事業の評価について 

平成２５年度実施の８５件の事務事業の教育委員会事務局の自己評価の点検を行いました。取組み内容や事業成果を見る限りにおいて、全体的に評価は概ね

妥当だと思います。事業内容に対する自己評価等の詳しい説明を課長及び担当職員より聴取し、目標以上の成果が上げられたとするＳ評価が２件、目標が達成

できたとするＡ評価が２９件、目標が概ね達成できたとするＢ評価が５１件、目標の一部しか達成できなかったとするＣ評価が３件、目標が達成できなかった

とするＤが０件となっております。昨年度と比較してＳ評価及びＡ評価が増えており、Ｂ・Ｃ・Ｄ評価においては減少の傾向にあり、教育委員会職員の努力が

うかがえました。しかし、事業の目標数値が掲げられていない事業が一部見受けられ、事業内容を少し検討しなければならない事業も存在しました。また、各

事業においての村民への周知方法が不十分であったり、今後の課題から少し逸れた事業内容が存在しており、後年度において事業効果が向上するよう対策を講

じていただきたいと思います。 

  なお、外部評価委員会で、各委員から多様な意見提言がありましたので、主なものを列記します。 

  学校教育関係所管事業の職場体験学習事業については、各学校によって取組みの差はあるものの学校独自で事前研修会を開催し、課題であった学校主体での実

施をめざし、方向性が見えてきたことや職場体験先の事業所からの評価も高く、充実した事業として評価したいと思います。 

  更に、教育相談事業及び就学支援事業に関連し、ＳＳＷ(スクールソーシャルワーカー)の配置により、各学校での児童生徒における問題行動等に対し、きめ細

かい支援が行われており、様々な諸問題への解決に向けた事業として評価をしたいと思います。 

  また、一部検討を要する事業は、学力向上推進関係事業においての取組みをより充実させるとともに教職員の研修機会を増やし、学力向上に繋がる事業を展開

していただきたい。 

社会教育関係所管事業の国際交流派遣事業につきましては、参加者募集の周知期間を昨年より早めたが、年々応募者の減少が見られる。しかし、応募動機に向

上心が高い生徒からの応募が増加しており、中学生においては、村学力向上推進実践報告会においての感想発表も行われております。更には、昨年度の課題であ

ったアジア圏内との交流も視野に入れた準備も行われ、総合的に成果が見られている事業として評価したいと思います。 

また、文化情報センター準備室業務については、次年度開館に向けての準備がスムーズに行われており、他市町村における広域貸出サービスの伸び率も順調に

伸びております。村内の読書推進に大きな役割を果たしている事業として評価をしたいと思います。 

社会体育関係所管事業の各種社会体育事業の充実(壮年ソフトボール)については、昨年度の課題であったスタッフ不足を解消するため、参加チームからの大会
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運営への協力(審判員)で、スムーズな事業運営が行われ、参加チーム数も昨年と同様１８チームあり、充実した事業として評価をしたいと思います。 

学力向上推進委員会事業の地域学習塾支援事業については、村内の各自治会で、実施されており、昨年度の課題であった運営方法が共通理解されており、昨年

度より参加者が増加したことや夏休み期間中の過ごし方についても好影響している事業として評価したいと思います。ただし、実施が行えない自治会への人的支

援等も検討し、今後の課題として取り組んでいただきたい。 

博物館所管事業については、博物館講座の「ティール作り」で大きな成果が見られ、参加者からは継続的に開催してほしいとの声もあり、高く評価をしたいと

思います。 

学校給食センター所管事業の給食費徴収率の向上事業については、口座振替可能な金融機関の拡大が行われ、各保護者からの口座振替申込者が増加し、徴収率

が著しく改善された。今年度においては、その他の事業においても充実した事業として評価したいと思います。 

③  まとめ 

この事務事業の点検評価は、前年度に実施した事業について、既に現年度の事業が進んでいる時点で行われなければならないシステムであるため、外部評価委

員の意見がどの程度即効性をもって反映されているか疑問視されますが、事業終了後に行う総合評価だけではなく、事業途中で行う形成的評価を取り入れること

により、現在進行中の事業であっても途中で区切りをつけて評価し、より実効性のある点検及び評価とするためにも一度立ち止まっての点検も必要ではないかと

思います。更には、各事業において数値的目標設定を行い、今後の評価に反映させていただきたいと思います。 

事務事業の点検及び評価を行うことにより、成果を検証するとともに、今後の課題を確認し、次年度はその課題解決を事業目標に掲げ解決に向けて努力をして

いく、この繰り返しをしていくことが、ＰＤＣＡサイクルの基本となり、効率的な事業推進につながります。その結果が次年度以降の教育目標や事業執行、予算

等に反映されるとともに、事務事業の改善等に活用されるよう職員が点検評価の趣旨を充分に理解し、高い事業目標を掲げ、常に受益者たる村民の目線で担当す

る事業を進めていけば、より効果的な事業展開が行われ、本村の更なる教育振興につながります。今後なお一層のご活躍をご期待申し上げ外部評価委員会の答申

と致します。 

④  むすびに 

教育委員会事業における事務事業点検評価は、６回目の報告書となります。同点検及び評価システムについては、各担当者に充分に理解・浸透してきました。

今後ともなお一層村民参加への周知方法及び事業内容を充実させ、更に、よりわかり易い内容になるよう検討しながら、各事業実施の充実に努めていきたいと

考えております。 

  事務事業の点検及び評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条の規定に基づき、教育委員会が教育に関する事務事業の管理及び執行状況を点

検及び評価することにより、その成果や課題を確認することで、今後の事務事業の改善に反映させるとともに、具体的、効果的な教育行政の推進を図ることを目

的としています。 

今回の点検評価で明らかになった課題については、次回の点検評価でその取組みの経緯と結果がわかるよう報告していきたいと思います。また外部評価委員会

の意見を謙虚に受け止め、事務事業の改善やより効果的な事務事業の実施と内容の充実に努めてまいります。今後とも更なるご理解とご協力を賜りますようお願

いいたします。 

 

        平成２６年９月 

                                                      恩納村教育委員会 

 


